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一細胞／一核 RNA-seq解析による異形細胞の遺伝子発現アトラス 

 

 

 

 

  



研究成果の概要 

植物の異形細胞の遺伝子発現アトラスを作製するために、アブラナ目植物の生体防御を担う２つ

の異形細胞-ミロシン細胞と S細胞-に着目し研究を進めた。シロイヌナズナの本葉からプロトプラス

トを作製し、一細胞 RNA-seq解析を行った。その結果、ミロシン細胞と S細胞それぞれのクラスタ

ーを同定することができ、それぞれの細胞に特異的な遺伝子リストを得ることができた。実際に、そ

れぞれのクラスターで発現する機能未知の遺伝子の発現をレポーターラインで調べたところ、組織

学的にミロシン細胞と S細胞で発現することを発見した。興味深いことに、S細胞クラスターの解析

から、これまで１種類と考えられてきた S細胞に複数の機能分化がおきている可能性を見出した。

以上の結果をまとめ、論文として公表した（Maeda et al., 2023.）。一方、今回の解析では、異形細

胞の細胞系譜を再構成するために十分な情報が得られなかった点や、細胞サイズによるバイアス

の可能性を排除しきれなかった。そこで、一細胞 RNA-seq解析に代わり、一核 RNA-seq解析の

系を立ち上げる準備を始めた。実際に、シロイヌナズナ本葉から蛍光レポーターを用いて核をソー

ティングすることに成功し、一核 RNA-seq解析の準備は順調に進んでいる。今後は、これまでに樹

立してある形質転換体や変異体の一核 RNA-seq解析を行うことで、異形細胞の分化過程やマス

ター制御因子の働きを分子レベルで包括的に理解することを目指す。 
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